
資料２－１

廃棄物の区分等に関する専門委員会の審議経過

（審議の背景）

平成 年 月 日の規制改革・民間開放推進会議答申を受けて、平成 年17 12 21 18
３月 日に閣議決定された規制改革・民間開放推進３か年計画（再改訂）にお31
いては 「廃木製パレットについては、事業系一般廃棄物を産業廃棄物とする方、

向で検討を行う 」とされ 「その他の事業系一般廃棄物である木くずの一般廃。 、

棄物と産業廃棄物の区分についても、その排出実態や排出事業者等の意見を踏ま

えて検討の上、見直す 」とされた。。

これを受け、平成18年６月に中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会に廃棄物

の区分等に関する専門委員会（委員長：細田 衛士慶應義塾大学経済学部教授）

を設置し、事業活動に伴って排出される一般廃棄物である木くずの区分について

御審議いただいていたところ。

（審議の経緯）

平成18年６月９日 中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会廃棄物の区分等

に関する専門委員会設置

７月25日 第１回専門委員会

現状の把握、検討の進め方案の検討

平成19年２月６日 第４回専門委員会

排出実態の把握

３月28日 第５回専門委員会

論点整理案の検討

４月 第６回専門委員会（持ち回り開催）

報告書案の検討

５月11日

～６月10日 報告書案に係るパブリックコメント実施

７月 第７回専門委員会（持ち回り開催）

報告書の取りまとめ

平成19年７月27日 第44回廃棄物・リサイクル部会

報告書に基づく意見具申（案）を取りまとめ（予定）

環境省においては、本意見具申（案）に基づき、廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律施行令の改正等を検討し、必要な措置を講じていく。



（別紙）
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廃棄物の区分等に関する専門委員会委員名簿

（常設メンバー）
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（敬称略、５０音順）


